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第一章 緒 言

結核症 ノ登生ニハ素因、感染免疫、誘因等 ノ諸

因子アリテ、其中何 レノ因子ガ如何程 ノ役割 テ

演ズ可キヤハ直チニ断定 シ得ザルモ感染及免疫

ガ相當意義 アル ハ 考 フ可 キナ リ。特二最近今

村 ω、小林(2)、貴島(3吸舳松等 ノ報告ニヨリ、

成人結核二於テ初感染二績礎スルモノ相當数 ア

ル事實ガ明カニサレテ以來、集團生活二於テハ

其感染源 タル所謂結核菌保菌者 ノ早期登見ハ結

核豫防上一層意義深 キモ ノトナリタリ。最近高

田(4,ハ某工廠二於テ就業中ノ作業員二強制的検

疾 テ施 シ、結核菌 陽性者0.18%ナ ル 成績 テ得

タ リト
o

余等ハ偶々昭和7年5月 大阪市内某師範學校寄

宿生 ニシテ肋膜炎患者頻叢 スルノ事實 アルテ以

ツテ其健康調査 テ乞ハ レタリ。依 ツテ以下述 プ

ルガ如キ方式テ以 ツテ結核調査 テ主眼 トシタル

相當嚴密ナル健康検査 テ行 ヒ、且 ツ其後4ケ 年

牛間 ノ経過二於ケル健康歌態 テ調査 シ、1柳力得

ル所 アリタルテ以 ツテ報告 ス可 シ。

第二章 調査方法

調査 ノ封象 タル生徒ハ16歳 ヨリ22歳 二到ル男

子230人 ニ シテ総テ就學中ノ寄宿生徒ナリ。當

時該寄宿舎ニテハ此外肋膜炎患者4名 、腹膜炎

患者1名 、盲腸炎患者1名 計6名 ノ休養者 アリ

タレ共是等ハ除外 セリ。寄宿生バー般 二大阪府

下郡部及 ピ他府縣出身ノ者多ク、大阪市内出身

ノモノハ稀ナ リ.

先ヅ毎 日午後30名 宛吾今村内科 二來 ラシメ、検

尿テ施 シ、豫 メ用意 シ來 リタル便 テ提出セシメ、

身長、禮重、胸園、禮温等 テ測定 シ、然ル後理

學的検査テ行 ヒ、全員「ツベルクリン」反慮、赤

血球沈降反慮 ヲ行 ヒダリ。「ツ(ごルクリン」反慮

トシテハ先 ヅピルケー氏反慮 ラ行 ヒ陰性者拉 ピ

二弱 陽性者 ニハ重 ネテマ ン トー氏反鷹 ラ行 ヒタ

リ。用 ヒタル 「ツ〈ごル ク リン」ハ傳染病研 究所 製

ノモ ノニ シテ、ピル ケー氏反癒 ニテハ原液 ノ「ツ

ベル ク リン」テ用 ヒ封 照 トシテ10分1量 二濃縮

セル「グ リセ リンブ イヨン」_0 .5%ナ ル如 ク石

炭酸 テ加 ヘ タルモ ノテ用 ヒタ リ。 マ ントー氏反

ハ2000倍 稀 繹 「ツベル ク リン」0 .1耗 皮 内注射

法 ラ探 レリ。赤血球沈 降反 磨 ハ ウエ ステル グ

竺 二 と氏法 テ用 ヒ温度囁氏20-22度 ニ テ測定

セ リ。

理學 的 二多少 ト難 モ 所見 アル者 ニツ ィテハγレ

ン トゲ ン」撮 影 テ行 ヒ、喀疾 テ訴 フル者 ハ 其喀

出 スル テ待 チテ提 出 セシメ、 チー ル、 ニー ルぜ
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≧氏法 ニテ染色検鏡 セリ。又1週 間 ノ検温 ヲ命

ジ熱 ノ有無 テ調査 セリ。検尿 ハ蛋白及 ビ糖 ノ有

無 テ検 シ蛋 白性 ナル者 ニツキテハ沈渣 ノ検鏡 テ

行 ヘ リ.

第三章 調査成績

胸部理學 的所 見拉胸部X線 像 二依 リテ活動性肺

結核 ト認 ム可 キ者 ハ褒 見 シ得 ザ リキ。喀疾 テ訴

ヘ タル者10名 ア リタル モ検 鏡 ノ結果 ハ結核菌

テ詮 明 セル者 ナ シ。肺 門淋巴腺結核1、 肺尖肋

膜 炎1、 陳薔 性肋膜 炎1テ 得 タリ。

「ツ捨ル クリン」反慮 テ検 シタルニ其成績 第1表

ノ如 シ。 即 チ ピル ケー一氏反 磨 ニテ登赤2粍 以 上

或 ハマ ン トー氏反慮 ニテ登赤5粍 以上 ナル者 テ

陽性 ナ リ トセバ 其陽性卒92.5%ナ リ。年齢別

二観 ル ニ16--18ttノ 者 ト19-22歳 ノ者 二於 テ

ハ前者 ノ陽性率92.0%ニ シテ、後者 ノ夫 レハ

93.3%ニ シテ著 明 ナル 差 ナケ レ共19-22歳 ノ

者 ノ方陽性卒梢 ≧高 シ。

第1表1ッ ベルクリソ」反慮

齢1
・6-・8歳

10

1.7及 佐 々、 小林(6)ノ2二 比 シ梢k大 ナル感 ア

ル モ吉 本 〔7)ノ5.8、渡 邊(8)ノ6、 荒川(9)ノ5・6ト

略 ≧同値 ナ リ。而 シテ此赤沈 中等値 ノ分布 テ見

ル ニ多 クハ10以 下 ナルニ21以 上 ナル者7名 ア

リタ リ。 此 中1名 ハ4ケ 月後 漁 性肋膜 炎 トナ リ

タルモ他 ノ6名 ハ異状 ナ ク約1年 後 ノ再検査 ニ

テハ悉 ク10以 下 トナ リタル 貼 二關 シテハ銑二

報告 セル所(10)ナリfi

第2表

年

「ツ」反 慮

± 55

十 39

21

計 125

陽 性 率92.0%

19-20歳

7

45

39

14

105

93.3%

」
1
.言
口

17

100

78

35

230

92.5%

但 シ「ソ ベ ル ク リ ソ」反 磨

(一)ト アル ノ・ビル ケ ー氏 反 慮(一)

マ ソ トー 氏 反 慮(一)

(±)

(十)

(朴)

ピ反磨慶赤2-4mm

叉 ・・マ反磨登赤5mm以 下

ピ反磨獲赤5-10mm

叉 ノ・マ反 慮獲 赤6-20mm

ピ反慮登赤11mm以 上

.叉ノ・マ反 慮 登 赤21mm以 上

赤沈側 塒醐2時 醐 中等値
亭 均7.1

最 大48

最 小1

16.775

8044

21

第3表

(赤 沈中等値)i・-516-・ ・!1・-2・121呪 計

6730人
%員 』ll5 38.9 17.4

71172

4.。}、 。。

赤血球沈 降反磨 二就 キテハ後述 ノ如 キ諸疾 患 テ

有 スル者 テ除 キ健康 ト思 ハル ・モ ノ172名 ニ テ

次 ノ如 キ成績 テ得 タリ(第2及3表)。 即 チ1時

間 ニツ4テ 観 ル ニ最小1、 最大48、ZF均7.1ニ

シテ之 テ本邦先人 ノ成績 ト比較 スルニ大谷 〔5⊃ノ

叉 是 等 生 徒 ノ姿 質 如 何 テ知 ル ノー 助 ト シテBro・

ca(1i)ノ 方 式=從 ヒX・ 一(身 長 一1米)(糎)一(盟

重)(EE)及Y=身 長(糎)÷(胸 園(糎)×2)テ 全

員 二 就 テ 求 メ、 之 ガ 分 布 テ 調 ベ タ ル ニ 第4表

ノ如 シ。 即 チXニ テ ハ 十1-十15ナ ル 者 全 数 ノ

87.5%テ 占 メ、Yニ テ ハ0.94-1.05ナ ル モ ノ

全 数 ノ91.3%テ 占 ム 。 之 ヨ リ按 ズ ル ニKrets-

chmer(12)ノ 所 謂Asthenikerガ 特 二 多 シ ト云 フ

第4表

一16-11-60十1十6十11十16十21

XllllllllI
-20-15-10-5十5十10十15十20十25

人 籔1221951955541

%0.40.90.98.222.241.324.01.70.4

Y

燃

%

0.840.890.940.991.001.06

以lllll

下0.850.900.951.051.10

1456896712

0.41.724.438.729 .25.0

1.11
1
1.15

1

0.4
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テ得 ズ。.9

非結 核性疾 患 トシテハ検尿 ニヨ リ尿 中蛋 白テ説

明 シタルモ ノ20名 ナ レ共沈 渣 ノ検鏡 ニ ヨリ異

常成分 テ認 メタル者 ナ シ。 又糖尿 テ有 スル者 ハ

ナカ リキ。検便 ノ結果 蜴贔 卵 テ登 見 セ シモ ノ13

名 、十二指揚錨卵 テ見出 セ シ者1名 ア リタ リ。

其他 心騰 畔膜症1、 心臓聯経 症1,脚 氣2、 甲

状腺腫2、 気管枝 「カタル」1テ 見 劣 リ.

第四章 検査後4ケ 年間ノ健康状態二就テ

以Lノ 如 ク多少共所 見 アル者 二就 イテハ夫 々注

意 テ與 へ、留療 テ必要 トスル者 ニハ各々其虎 置

テ講 ジタリ。 是等所 見 アリタル者 が其後 如何 ナ

ル健康状意 ニア リヤ、結核 性疾 患 が如何 ナル頻

度 二叢生 セルヤ、及 ピ真盛生 ガ「ツベル ク リン」

反応 ノ陰、陽、何 レノ部類 二多 キカテ知 ルハ甚 ダ

興味 アリ ト考 へ4年4ケ 月 テ経 タル昭和11年

9月 其後 ノ健康状態 テ往復端書 テ以 ツテ問合 セ

タリ。230名 中返事 ノアリタル199名 ニ ツキ見

ルニ死亡8名(内 結核死亡3名>t結 核 性疾 患 テ

罹 患セ シモ ノ18名 、就床7日 以 上 ノ非結核 性疾

第5

患 二罹 リタルモ ノ18名 、異常 ナ カリ シモ ノ155

名 ナ リ。非結核性疾患 ニチハ扁桃 腺炎5、 肺炎

2,痔 疾3、 「ヂフテ リー」、甲状腺腫 、胃横 張、

盲腸 炎1十 二指腸鐘症、腎臓 炎、肝臓 炎、 脚気

各 々1ナ リ。

4年 間 ノ経過 中結核性疾患 一罹 患 セ ル モ ノ・

4年 前検査時 ノ状 況次:ノ如 シ(第5表)。 帥 チ

結核 ニテ死亡 セ ル ハ3例 ニ シテコ レが検査 時

ノ「ツベル クリン」反慮 ハ2例 陽性 ニ シテ1例 ハ

陰性 ナ リキ。 「ツベ ル クリン」反慮 陽性 ナ リシ2

例 ハ共 二検査後2ケ 月及4ケ 月後共 二肋膜 炎 ト

表

姓
健康調査時(昭 和7年5月)所 見 其後経過セル結核性疾患

年 構 朧 雲1鵬馴 「ツベ反応」i尿制 尿所見臨 機 病 名締 馴 驚1鰯
一 201159 57 84 十 一 一 9 肋膜炎→肺結核 7年7月 12 死

■ 2・[7・ 56 90 十 蛋白+ 一 28 肋膜炎→肺結核 7年9月 死

■ 191・69 60 99 一 一 一 7 肋膜炎→肺結核 9年1月 死

■ 201157 50 79 ± 一 一 4 肋 膜 炎 2 治

■ 201163 60 87 十 一 一 14 肺 結 核 8年5月 30 治

■ 2・ 巨67 64 96 十 一 一 28 肋 炎 膜 8年7月 3 治

■ 2(しi164 55 82 ± 一 一 5 肋 膜 炎 10年12月 1.5 治

■ 20 168 62 94 十 蛋白十 一 7 肺 門 結 核 11年2 .月 2 治

■ 20 169 60 89 ± 一 一 7 肋 膜 炎 8年7月 3 治

■ 20 158 49 76 十 蛋白十 一 3 肺 上 葉 炎 9年11月 9 治

■ 20 154 54 81 一 一

一≡
3 肋 膜 炎 9年5月 3 治

■ 19 163 55 86 ± 一 1 肋 膜 炎 9年5月 4 治

■ 18162 59 91 一 一 一 6 肋膜炎→腎結核 8年9月 12 治

■ 181160 55 81 十 一 一 5 肋 膜 炎 10年11月 3 治

■ 8
18 158 50 80 一 一 一 7 肋 膜 炎 10年5月 5 治

■ 18 153 50 77 一 一 一 19 肋 膜 炎 11年5月 治療中

■ 17 159 48 76 什 一 一
一一
10 肺 結 核 8年9月 12 治

■ 17 163 58 87 什 一 一 5.5 肋 膜 炎 療養中

■ 17 159 48 77 一 一 一 2 肋 膜 炎 10年5月 休學中

■ 17 156 43 72 一 一 一 4 肺 門 結 核 11年6月 4 治

■ 16 158 47 80 十 一 一 2 肋 膜 炎 9年2月 24 治
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ナ リ肺結核 二移行 シ死亡 セル者 ナ リ。而 シテ此

中1例 ハ検査 時既 二赤血球 沈降速度促進 シ居 タ

リ。死 亡 セザ ル18例 及死者3名 一ツ イテハ「ツ

ベル ク リン」反慮 陽性者 ヨ リ14名
、陰性者 ヨ リ

7名 ナ リ。 帥 チ之 ガ比卒 ヲ求 ムルニ陰 性者 ヨ リ

ノ褒病 ハ41%ニ シテ 陽性者 ヨリ ノ登病卒6.6

%二 比 シ遙 二高卒 ナ リ。又是等登病者 テ赤血球

沈降反慮 ヨリ観 ル ニ中等値10以 上 ノモ ノヨ リ

ノ登病者4名(10.5%)一 シテ10以 下 ノ者 ヨリ

ノ畿病者 ハ17名(12.7%)ニ シテ略k同 卒 ナ リ.

又 是等結核畿病者 ノ姿 質 テBrocaノ 方 式 ニテ

表 ハ シ之 テ表示 セバ第6表 ノ如 シ。帥 チX=(身

長 一1米 、(糎)一 膣重(冠)及Y=身 長(糎)(胸 園

(糎)×2)ノ 値 ガ全員 ノ夫 レ(第5表)一 比 シ特別

ノ偏位 テ示 サザルモ ノ・如 シ。Kretschmerノ

謂 フAstheniker或 ハTypusL・eptosomerガ

結 核登 病 テ容 易ナ ラ シムルハー般 ノ認 ムル所 ナ

ル モ結核 患者 ニ シテ偶 々Pykniker,Athletiker

二属 スル者 アルハ著者 ノ1人 井 下 ガ中谷 ト共 二

報告 セル所 ㈹ナ リ。 然 レ共余等 ノ成績 ハ少人歎

二關 スル モ ノナ レバ之 テ以 ツテ直 チニ結核登病

二封 スル姿質 ノ意義 テ云 爲 スル能 ハズ。

第6表

一16--11-60十1十6十11十16十21

Xllllllll以
一20-15-10-5十5十10十15十20上

人藪000187500

96000439342300

0.840.890.940.991.001.061.111.15

Y以IIIIIIl

下0.850.900.951.051.101.151.20

人 薮01376310

%051433281450

第五章 摘 要

余等 ハ大阪市内某男子師範學校寄宿生230名 二

結核調査 テ主眼 トスル健康調査 テ行 ヒ次 ノ如キ

結果 テ得 タリ。

(1)最 初豫期 セル如キ所謂結核菌保菌者或ハ活

動性肺結核患者 ハ磯見 シ得ザリキ。肺尖肋膜炎

1、 陳薔性肋膜炎1、 肺門腺結核1、 其他非結

核性疾患数名 ラ得 タリ。

(2)健 康調査時230名 ニツキ行 ヒタル 「ツベル

クリン」反磨ハ其陽性卒92.5%ニ シテ之 テ奈良

縣某師範學校生徒 二就 キ調査セル砂川氏働ノ報

告57・8%ナ ル陽性卒 二比 シ高卒ナリ。之環境

ノ然 ラシムル所 ナランカ。

(3)健 康調査後4年 牛 ヲ経過 シタル昭和11年

10月 、其後 ノ健康状態 テ調査 シタルニ結核性疾

患 テ惹起 セル者21名 アリタリ。此21名 ノ4年

前 ノ「ツ〈ごルクリン」反磨ハ7名 ハ陰1性ニシテ14

名ハ陽性 ナリシモ ノナリ。即健康調査時 ノ陰性

者群 ヨリハ44%二 、陽性者群 ヨリハ6.6%ノ 割

二結核磯病者 ヲ出セリ。例撒少 キヲ以 ツテ確言

シ得ズ ト錐 モ、今村、貴島及舳松、小林等 ノ云

フ如 ク初感染績登性結核症 ガ成人二於テモ相當

アルモノ・如 シ。

(4)健 康調査時赤沈 テ観察 シ臨躰所見ナキ者 ノ

中等値 ノ分布 ヲ見ルニ79%ハ10以 下ナルモ20

以上ナル者7名 テ得 タリ。此中1名 ハ其後4ケ

月ニシテ肋膜炎テ登生 シ、肺結核 トナリテ死 ノ

轄蹄 テ取 リタレバ臨躰所見ナク共力 ・ル者 二就

イテハ深甚 ノ注意 ヲ要 ス ト共 ニー一過性二斯 クノ

如 ク促進セル者 アルハ注目二値 ス。

(5)又 是等230名 ノ姿質テ撒量的二知 ラント欲

シBrocaノ 方式 ヲ以 ツテ身長 ト膿重及胸園 ト

ノ關係テ調査 セリ。之テ4ケ 年牛 ノ経過中二結

核 テ褒病 セシ21名 二就 イテ同檬關係テ調査セ

ル撒字 トテ比較封照セルニ著明ナル偏差ハ認ム

能 ハザリキ。然 レ共之 レ少人激二關スル観察ナ

レバ之 パ テ以 ツテ直チニ結核褒病二封スル姿

質 ノ意義 テ云爲 シ得ザルナリ。

稿ヲ終ルニ當リ今村敏授 ノ御懇篤ナル御指導ト御校

閲ノ勢ヲ深謝ス。
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